
取付管位置の報告書記入例

「排水設備設置義務者保管」と 図面及び工事情報入力ツール対象番号
間違えないよう注意する。 （平面図及び工事情報入力ツールに付した番号を記入）

必ず本人に記入して
　　もらうこと。
（代筆は不可）
自署の場合、押印不要

土地と取付管との位置関係

矢印とＮ（方位）を記入する。
（左が下流なので注意）

マンホール番号 道路幅を記入
取付管
左が下流となっているので、取付管の記入には
左右の間違いがないように注意する。
路面からの深さ（土被り）を記入する。

（注意事項）
１．報告書は、指定様式に写真とともにA4フラットファイルに整理して、工事写真とは別冊にして
　　提出すること。　（指定様式は資料９-２参照）
２．表紙に公共下水道取付管布設報告書（総括表）と取付管番号を示した平面図を添付すること。
３．作成した取付管位置報告書等はすべてスキャン（PDF）し、CD-Rに保存して提出すること。
　　（提出方法は資料９-３参照）



資料9-2

市提出用

公共下水道取付管位置報告 No.

布設位置の地番 大垣市丸の内2丁目29番地

設置義務者の承諾
住　所 大垣市丸の内2丁目29番地
氏　名 大垣　太郎 ㊞

承諾に従い施工したことを報告します。
施工業者 ㈱　大垣市
現場代理人 大垣　太郎 ㊞

※自署の場合、押印不要

大垣市水道部下水道課長様
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①全景図（構造物などの位置から取付管の位置がわかる写真）

(1/4)

令和〇〇年　〇月〇〇日
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〇〇
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②深さ(土被り)がわかる写真

(2/4)

③官民境界からの根入れがわかる写真

(3/4)

④写真①～③では、写っていない不可視部分の写真(不可視部分がある場合のみ)

(4/4)



スキャン（PDF化)した取出管報告書の提出方法 資料9-3

①工区のフォルダの作成

②工区フォルダ内にスキャンしたデータを下記のようにまとめる。

③データを市担当者に提出する。（CD-R、あるいはメールでのデータ送信も可）

令和５年度１工区工事の場合R05A001
改築工区の場合はR05G001
【 】内には町内名を記載

①公共下水道取付管布設報告書（総括表）

②取出位置平面図

③取付管報告書

※取出本数分を個々にスキャンし番号をつける。


